
 

 

 

 

 

資生堂ギャラリーがメセナアワード特別賞「文化庁長官賞」を受賞 

 

資生堂は、公益社団法人 企業メセナ協議会（以下 企業メセナ協議会）が主催する「メセナアワード 2020」に

おいて、資生堂ギャラリーの企画・運営実績が特別賞「文化庁長官賞」を受賞しました。資生堂は過去に、2007

年に資生堂ギャラリーの運営実績で「メセナ大賞」、2010 年に現代詩花椿賞による詩の支援と振興で「ことばの

花賞」、2014 年に椿会の開催と資生堂ギャラリー・資生堂アートハウスの活動で「優秀賞・華のアート賞」を受賞

しています。なお今回は、165件の対象案件の中から、大賞 1件、優秀賞 5件、特別賞 1件が選考されました。 

 

受賞理由 

〇創業者精神を受け継ぎながら時代の変化を捉え、アートによる社会的価値創造にチャレンジしてきた実績 

〇経営の中に文化を取り込み、社内の統一認識を高め、社会課題にも取り組んでいる運営方針 

 

メセナアワードについて 

メセナアワードは、企業によるメセナ(芸術・文化振興による豊かな社会創造)の充実と社会からの関心を高め

ることを目的に、企業メセナ協議会により 1991年に創設されました。以来、前年度に実施されたメセナ活動を対

象に選考および表彰がおこなわれており、2019 年までに通算 221 件の全国各地の優れたメセナ活動が表彰さ

れています。 

 

資生堂ギャラリーについて 

資生堂ギャラリーは 1919 年にオープン以降、現存する中では日本最古のギャラリーとして、戦時中を除き現

在まで展覧会を継続開催してきました。銀座の地で多くの人々がアートと出会う機会を提供し、自主企画により、

新たな価値創造の場として機能することを目指しています。2001 年のリニューアル以降、様々な社会課題に目

を向ける現代美術に主軸を置き、社会の動向に敏感に反応する新進アーティストを支援し次世代育成にも力を

入れてきました。今年 14回目を迎えた「shiseido art egg」展は、新進アーティストの登竜門として定着し、展覧会

後、国内外で活躍し高く評価される作家も多数輩出しています。 

資生堂は、社会で重視される ESG（環境、社会、ガバナンス）に、当社の強みである「Culture（文化）」を含む

「ESCG」をサステナビリティ戦略の中心においています。芸術文化活動を社内に還元することにも力を注いでお

り、社員参画のワークショップや講演会などのプログラムも推進しています。 

資生堂ギャラリー公式 HP：https://gallery.shiseido.com/jp/ 
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株式会社 資生堂 

 

このニュースに関するお問い合わせは、株式会社資生堂 グローバル広報部までお願いします。 

ＴＥＬ：03-6218-5200（直通）  

※お客さまからのお問い合わせは「資生堂お問い合わせ先 フリーダイヤル 0120-81-4710」でお受けしています。  
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「アートが日常を変える 福原信三の美学  Granby Workshop : The Rules of Production Shinzo Fukuhara/ASSEMBLE, THE EUGENE Studio Ⅱ」展 

展示風景と社員を対象に行った陶芸ワークショップの様子 (2019年) 

 

 

「第 14 回 shiseido art egg 西太志展」 の様子 

(2020年) 

＜参考情報＞資生堂ギャラリーの様子 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

※写真はすべて 撮影：加藤健 

 「第 14 回 shiseido art egg 橋本晶子展」 の様子 

(2020年) 


